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『女生徒』という作品自体は1939年に発表されたもので、ひとりの女生徒の1日を描いたも

のです。今回は、人気のイラストレーターとのコラボにより装い新たに、よみがえりました。 

今から 80 年近くも前に書かれているので当時とはだいぶ時代も変わっただろうと思います。

ですが、この女生徒と呼ばれる年頃が感じている虚無感や儚さ、独特の空気感などは今も昔

も変わらずあるものだと思わされます。タイトルや太宰の名は知っていても、難しそう読みづら

そう、と手を伸ばしきれずにいた方もいるかもしれません。現代の表記とは異なっているものも

ありますが、むしろかえってその方が身近でありそうなないような、私のものであってそうでない

ような気にさせてくれます。 

太宰の作品だけでなく、萩原朔太郎や梶井基次郎の作品も刊行されています。好きな作

家、好きなイラストレーターの作品から読んでみるのもいいかもしれません。 
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『葉桜と魔笛』 

太宰 治‖著 紗久楽 さわ‖絵 
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『猫町   散文詩風な小説』 
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『檸檬』 

梶井 基次郎‖著 げみ‖絵 
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『女生徒』 シリーズ乙女の本棚 

太宰 治‖著 今井 キラ‖絵 
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